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南極域の波動活動とオゾン全量およびオゾン破壊過程との関係
Relationship between total ozone and wave activities in Antarctic region
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オゾンホールの大きさ・深さは、大気中のハロゲン量や大気波動の影響を受ける。例えば、2002年のオゾンホールは、
成層圏の塩素濃度がほぼピークであったにもかかわらず、波動活動が大きかったため、オゾンホールの規模は小さかっ
た。また、南極上空では波数 1の定常波と波数 2の非定常波が卓越するが、平年と比較してどちらがより卓越するかに
よって、そのオゾン破壊過程への影響に違いが生じると考えられる。波数 2の非定常波が平年より極端に卓越した場合、
引き延ばされた極渦が南極中心に回転することで、極渦内外の混合が進み、極渦外からの高濃度 NOxやオゾンの極渦内
への流入によって ClO濃度は低下し、オゾンホールが縮小することが考えられる。熱輸送による気温上昇も不均一反応
の進行を抑え、オゾンホールを縮小する方向に働く。また、波数１の定常波のみが卓越した場合、NOxやオゾンの混合
が大きくはなくても、気温が上昇して不均一反応の進行を抑えるであろう。その一方で、極渦の中心が南極点からずれ
て存在するので、春分前では極渦がより日射に曝される状況となり、日射に曝された領域ではよりオゾ破壊が進むこと
も予想される。

TOMSおよび OMI のオゾン全量データからオゾン全量が 220DU以下になる面積を 9月 7日～10月 13日の期間で計
算し、その最大値をオゾンホール面積の年最大値とした。また、オゾン全量最低値は同期間での最低値をオゾン全量の
年最低値とした。本研究では、ERA-Interimの客観解析データ（東西風、南北風、気温）をナッジングした化学輸送モデ
ル計算の結果を用いた。オゾンホールが十分発達した 1985-2011年の期間において、南半球中・高緯度の波動活動とオ
ゾンホール面積、オゾン全量最低値及びオゾン破壊に係わる量成分分布との関係を調べた。本発表では波動活動がどの
ような過程を通してオゾンホールの大きさに影響するのかについて解析結果を報告する。
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